

















なかに持ち込むことがで きない し、た とえ現地へ行 って も多 くの場合対象
が大 きす ぎて、それを一望することもで きない。そのため地形学では、特
定の地理的空間 を占める固有の現象 を理解す るため、現地 を記録 した地
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図、空中写真 、衛星画像が基本的な資料 として利用 される。なかで も地形
図は最 も利用度が高いが、中心投影像 の空中写真が実体視によって立体感
が得 られるに対 して、平行投影像であるため地形を平面形 としては理解で
きても立体像 を想定 しにくい。そこで、地図から地形に関す る情報 を読み
取 るには、地形図の起伏表現方法についての知識 ばか りでな く、現地でそ
れが どう見 えるかとい う実地検証の経験の積み重ねが必須である。
大学の専門教育段階では、中学 ・高校での地形図に表 された地形 ・地物
を読む 「読図」か ら進んで、地形の成因や土地の性質 といった 、地図に表
現 されている事柄の内容を 「判読」す る能力 を身につけることが求め られ
る。そのためには地形に関する知識が必要であ り、地形学の学習には現地
の地形が表現 されている地形 図の利用が欠かせ ない。中野尊正i)は 、広 く
地理学 と地 図の この ような関係 を 「地図は地理学の眼であ り、地域の顔」
である、と述べている。学部教育で利用 されるのは、国内の5万 分 の1か
2.5万 分 の1地 形 図で、しかも比較的小規模 な地形 の事例 に関する ものが
多い。学習すべ き対象が身近か にあれば、経験 にてら して地形図か ら現
地の地形 を類推 しやすいか らである。岡山俊雄2)は 、地形の理解 にはま
ず 自分の居住地の20万 分 の1地 勢図 と2.5万 分 の1か5万 分の1地 形図
を買 って 、まず 自宅の周辺か ら観察範囲を広げてい くことを勧めている。
Pitty3)の 、「地形学は大小 さまざまな規模の地形 を研究対象 に している
が、学生が卒業論文で扱 うのは現地で容易に確認で き、巻 き尺で測定で き
る広が りとゴム長靴 の深 さ程度 のものが よい」、という指摘 も学生 の認識
可能な空間が さほど広 くないことを指摘 したものであろ う。
そ して大学院では地図や空中写真の判読 は勿論 、地理学全般 についてあ
る程度の知識 があ り、自分の研究の位置づけが明確 にで きてい なければな
らない。現在 のところ、種 々の制約か ら修士論文では国内の研究が ほとん
どであるが、参考文献の多 くは海外 の研究であ り、そこで扱 われている地
域 も地球上の各地に散 らばっている。長 く日本の国土に親 しんで きた者 に
とっては、無意識の うちに日本が地球表面の形状 を計る標準 となっている
が 、世界 の陸地面積の400分 の1以 下にす ぎない 日本 を物差 しに世界 を
推 し量 ることはできない。少な くとも国境に関係のない自然現象 を問題に
する場合、自分の研究対象が 日本のみでな く少な くとも近隣アジアをふ く
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む地理的空間の中で、どのような場 を占めているかの正 しい認識がなけれ
ば、研 究の発展 は望 めない。
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はテキス トの講読をやめ、初めての試み として図書館整理課の一隅を借 り
て、旧ソ連邦の20万 分の1の 地勢 図を読むことに した。
















画像が撮 られているに もかかわらず 自国民 にも公開 されていない。 しか
し、ソヴィエ ト連邦の崩壊に よる世界情勢 の変化 によって、旧ソ連邦や幾
つかの東欧諸 国は地形図 ・地勢図を公開するようになってきた。そのなか
に旧ソヴ ィエ ト連邦参謀本部作成の、20万 分の1地 勢図が含 まれている。
この地 図は旧ソ連邦全域のみでな く、各国の地形図を編纂 して同 じ図法で
作成 された、おそ らく全世界 をカバーす る唯一の20万 分の1地 勢図であ
る。地形 は小起伏地で40m、 山地で80m間 隔の等高線で表現 され、国際
的な位 置決定 システムであるUTM座 標 メッシュが入 って、地類や土地利
用 を色分け した多色刷 りの大変見やすい地図である。しか も地名表記がす
べ てロシア語(キ リル文字)表 記 になっているので、読み方 をおぼえれば
国による文字の違いに関係な く全 ての地名 を知 ることがで きる。
従来、北半球の陸地の半分 を占めるアジアの大部分は、100万 分の1以
上の大縮尺図ではカバーすることがで きなかった。 したが って旧ソ連邦の
地勢 図が公 開された意義は大 きく、本学では数年計画で購入 し現在 アジ
アの80%以 上が整備 されている。感覚的に5万 分の1地 形図がヘ リコプ
ターか らの傭鰍 に対応 する とすれば、20万 分 の1地 勢 図のそれはジェッ
ト旅客機の巡行高度 よ りやや低 い、7-8000mく らいの高度か らの眺めに
相 当するであろう。 しかもこの地図は本来が軍用地図 として作製 された も
ので、地図の裏面に地域の概要を記 したいわゆる兵要地理が記載 されてい
る。1995年 夏 、本学の山岳部が インドヒマラヤに遠征 した際 にこの地勢
図を利用 したが、「深い谷のわずか な段丘状の平坦面 をぬ う狭い砂利道は、
9-10月 の集中豪雨時には支流 の小 さな沢か らの土石流 で しば しば寸断 さ
れる」とい う記述 どお りの事態に遭遇 し、記述内容の きわめて正確なこと
が証明 された。インドの北西隅 とい う辺境の地理情報で も信頼度が高い と
い うことは、他の図について もその記述が正 しい と考えてよいであろ う。
地図に くわえて文字情報が付 されたこの地勢 図が包含す る地理的情報は、







158・ も掲 載 され てい るが 、図




。 国の氷河 と雪線 に関する
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ことが日本列島の現在の
鷺 、が 雪縞 度や、氷期の古環
、i58`L巴 ・㎞ 境を考察する際 に障割 ・
なっていたからである。
雪線の高 さは、のstrem5)が カナダの西部山地について行 った方法 、す
なわち氷河のある山の うち最:も低い山の高度 と、その付近で氷河のない最
も高い山の高度 との平均 をとって決定 した。これは厳密 に言 えば氷蝕 限界
(glaciationlimit)で 雪線 とは少 し違い、また()stremが 用いた地図は5万
分の1地 形図であって地勢 図ではない。 しか しカムチ ャッカは本州 ・四
国 ・九州に匹敵す る広 さがあ り、概要を知 るには地勢図で十分 と考えた。
地図の作業の結果 は小縮尺図に記入 し、さらにそれを縮小 してカムチャ
ツカ半 島の現在の雪線高度分布図を作成 した。この図から雪線は、単純 に
南か ら北へ向 って低下するのではな く、む しろ東西両側の海岸沿いで低 く
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内陸に向か ってかな り大 きな傾度で上昇すること、雪線が最 も低いのは半
島のほぼ中央北緯約55度 のクロノツキー半 島付近で、そこか ら北へ向かっ
ては逆に高 くなることなどがわか った。またごく大 まかにいえば氷河は半
島の南半分では背梁山脈の西側 に、北半分では東側に発達が よい。これは






数年前か ら調査 を行 ってお り、彼 らが入手 した ロシアの研究者が1992年
に作成 した雪線高度分布図は、我 々の図とほとんど同 じであった。これに ・
よって今回の方法の妥当性 が証明されたが、すでに同様の研究があるのは
少 々残念であった。 しかしこの作業を通 じてカムチャッカ半 島の火山、断
層、海岸、氷河等 々の地形 を細 か く見ることがで きた収穫 は大 きい。
5ア ジアにおける氷河 ・氷河地形の分布
カムチャッカ半 島の雪線 高度分布図作成 に引 き続いて、同 じ方法を順次
極東ロシア全域に拡大するのが当初の方針であ った。 しか し始めか ら氷河
の分布がわかっていたカムチャッカとは違 って、小縮尺の世界地図に描か
れた氷河分布図で は山域の認定が困難で、小 さな氷河は省略 されているこ
とも考 えられる。 また国際 的な氷河台帳 も手元 にないので 、氷河のあ りそ
うな場所 の地勢 図を探す労力 とその後 の雪線決定作業に要す る時間を勘
案すれば、む しろこの機会 にヨーロッパ ロシアを含むアジアの氷河分布図
を作 るのが先決 と判断 した。そこで旧ソ連 、中国、モ ンゴル、インド、ネ
パ ール、ブータン、パキス タン、アフガニスタンの地勢図7,500枚 の全 て
に眼を通 し、氷河のある地図 とその氷河の規模 をチ ェックして、暫定的な
アジアの氷河分布予察図をつ くることに した。
完成 したこの予察図を見るとヨーロッパ ロシアを含むアジアでは、北西




全域を含 むアジアには185,211たm2の 氷河が存在 し(Rambrey)6)、 そのう
ち約60%の107,981ゐm2は カフカス山脈か らヒマ ラヤ山脈、横 断山脈 にい
たるユ ーラシア南縁造山帯 と、天山山脈をはじめ とする内陸 アジアの復活
山地群 に分布 している。他の大部分が北極 海の島であ り、北東 アジアの氷
河は全体か ら見 るとご くわずかで しかない。氷河の発達を規定するのは気
温 と降水量であるが 、アジアの山地の高度 と地理的位置、氷河の分布 を大
観す るかぎ りでは、後者の比重 がかな り大 きいように思われる。
一方、更新世の氷期 には、ユ ーラシア大陸に11,159,14晩m2の 氷河が存
在 したと見積 もられている(Flint)7)。 ロシアでは氷期にスカンデ ィナヴ ィ
アの氷床に接続 して、ウラル山脈 を越 えてその東麓にいたるヨーロッパロ
シアの北半分 と、東シベ リアのヴェルホヤンスク山脈を中心に氷床が存在
し、地勢 図で もわか るような大規模な氷河地形 を残 している。 しか し現在
のウラル山脈には小 さな氷河が散在す るにすぎず、東シベ リアではヴェル
ホヤ ンスク山脈 の東隣のチ ェルスキー山脈の最高峰ポベータ峰 と、その南
の山群に山岳氷河が現存 しているのみである。内陸アジアのアルタイ ・サ
ヤ ン ・天山 ・トルキスタン ・カザフスタン ・バ イカル湖周辺な どの各 山地
の氷河 も、氷期 には大 き く拡大 し互 いに連結 して氷床や氷帽 を形成 して
いた。それらの氷河が残 した氷河地形は地勢図で見て も実に見事で、山脈
を横断する貫通谷が随所 にあって意外なところに道路が通 じ、中央アジア
CIS諸 国の複雑に入 り組んだ国境線に もその影響があ らわれているように
見える。
6大 陸の地形 を知る
アジアの上空 を飛 ぶ旅客機か ら眺める大地の広が りや河の流れ、山々の
連な りの規模の大 きさは、十分承知 しているつ もりであったが、改めてロ
シアの全域 を含 むアジアの20万 分の1地 勢 図を通覧 して、院生 とともに
大陸 の地形の規模の大 きさに認識 を新たに した。
地 図帳 に名のある山脈はほとんどが本州 と同程度かそれ以上で 、大陸 の
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20万 分 の1地 勢図で見る地形が日本の2.5万 分の1地 形 図のそれと同程度
に見える。なかで も低地 を延々と流 れて北極海に注 ぐシベ リアの大河やダ
ムの連続す るドン河などは、地図に矢印が入ってい なければ上流下流の判
断も難 しい。 日本の川は大陸のそれの源流部にす ぎない といわれるが、シ
ベ リアの大河が大動脈 とすれば 日本の川 は毛細血 管のようなものである。
長さばか りでな くその自由奔放 とで もいうべ き流れ方 を見 ると、堤防で固
められた日本の川は道路 の側溝のようで不 自然 に思 えて くる。中国では長
大 な断層、摺 曲構造 を反映 した組織地形、雲貴高原の迷路のようなカルス
ト地形 など、眼を見張るような地形が次々に展 開する。なかで もチベ ット
高原の湖岸段丘 をともなった湖沼群 は、単 に見事 とい うばか りでな く、そ
の成因を考える上でこの地勢図が重要な情報を提供 して くれるように思わ
れる。中国については全域の50万 分の1の 衛星画像がある(中 国科学院
地理研 究所)8)の で 、それとの比較によって地勢図の地形表現 を確認する
ことがで き、また両者を併用す ことで より正確 な判読が期待で きる。
一般的に、広範囲の小縮尺図 をまとめた地図帳では、土地 の高 さを緑 、
黄色 、茶色等々に色分け した段彩で表現 している。そのため低地 を緑 に彩
色 した地 図帳に親 しんだ眼には、土地の高 さと地表の状態 を混 同 しやす
い。例 えば、実際には広大な乾燥 地帯であるロシアの中南部一帯が緑 の沃
野 と誤解 され、カス ピ海やアラル海の周辺がほ とん ど無人の砂漠であるこ
とを予想 しに くい。この砂漠 地帯の北 にはカザ フからモンゴルまでステ ッ
プ地帯が連なっているが、土地が高いため地図帳では茶系統 の色にぬ られ
ていて、む しろこちらの方が不毛の地に見 えて しまう。この地勢 図では森
林、草原 、砂漠 などの地類や土地利用を色別で示 しているので、地表の状
態を正 しく把握することがで きる。
7地 図利用の問題点
上記の ようにこの地勢図は、膨大 な地理情報 をもつ利用価値 のきわめて
高い地図であるが、このす ぐれた地図にも欠点はある。
その第一は記号の凡例がないことである。地形表現に関する ものはお よ
その見当がつ くが、人文現象 を判読する場合 には注意を要する。次は海抜
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高度の信頼度である。山の高 さの多 くが 、タイムズア トラスな ど各 国のア
トラスや 日本の中学 ・高校用地図帳な どの数値 と異 な り、極端 な場合には
1000m以 上 も違 っている。低 い山ではその違い はわずかだが、ヒマラヤ
や内陸アジアの高 山ではば らっ きが大 きい。そ して もう一つの欠点は紙質
が きわめて悪 いことで、購入時に破れていたものは裏打 ちしてあるが、丁
寧 に扱わなければ破損の恐 れがある。カラーコピー用紙の方がこの地勢 図




棚 に収納 されていて普通の書籍 と同 じには扱 えない。さらに地図は開いて
見 るため大 きな机 、作業 をする場合にはそれな りのスペ ースが必 要であ
る。研究所事務室では会議室に地図が保管 されているのでそこを使 わせ て
もらっているが、図書館 では地図のある地下1階 にスペースがな く、1階




をとられて以前の4分 の1に 縮小 され、10人 分 の収容力 しかな くその機
能 をほとんど失っている。実験室 のない理科系の校舎が考えられないよう
に、地図 を使 う教育 ・研究には地図室や実習室が是非必要である。
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